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住
民
．
‐００
人
体
制
で
徹
夜
の
警
戒

継
静
沖
初

「断
固
阻
止
」掲
げ
、抗
議
集
会
で
気
勢

宇
治
市
水
道
部
は
、
地
元
へ
の
事
前
通
告
に
基
づ
き
、
２‐
日
深
夜
～
翌
２２
旧
未
明
に
か
け
て
、
開
浄

水
場

（神
明
宮
北
６５
）
を
休
止
し
て
、
府
営
水

へ
の
給
水
に
切
り
替
え
る
た
め
の
準
備
に
着
手
し
た
。

２‐
酢
夜
１１
時
ご
ろ
か
ら
、
職
員
約
２５
人
を
動
員
し
て
、
準
備
の
作
業
に
入
り
、
同
日
午
後
１１
時
半
ご
ろ

に
現
地
に
入

っ
た
。
市
の
動
き
に
対
し
て
、
今
月
１６
日
に
は
休
止
差
し
止
め
を
求
め
、
３
１
３
人
で
集

団
提
訴
し
て
い
る
開
地
区
自
治
連
合
会

（俊
正
和
寛
会
長
）
な
ど
の
地
元
住
民
ら
は
、

「
判
断
は
裁
判

所
に
仰
ぐ
べ
き
で
、
市
の
や
り
方
は
姑
息
だ
」
な
ど
と
反
発
。
市
の
着
手
を
前
に
２．
日
夜
８
時
半
か
ら

止．
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簿 鑑 抵

仕
切
り
弁
の
切
り
替
え
操

作
と
洗
管
作
業
を
２２
日
午

前
５
時
ま
で
を
目
途
に
行

う
こ
と
を
地
元
に
通
告
。

執
行
着
手
に
あ
た

っ
て
は

改
め
て
現
地
で
住
民
ら
に

通
告
し
た
上
で
、
５
ヵ
所

で
仕
切
り
弁
の
切
り
替
え

に
順
次
着
手
し
て
い
く
と

い
う
。
切
り
替
え
に
よ

っ

て
、
１
～
２
時
間
程
度
の

濁
り
水
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
水
利
用
が
増

え
る
時
間
帯
を
避
け
る
か

た
ち
で
、
深
夜
か
ら
未
明

の
時
間
帯
を
設
定
し
た
。

切
り
替
え
を
強
行
実
施

す
る
か
ど
う
か
は
、
２．
日

夜
の
判
断
で
も
微
妙
で
、

市
水
道
部
は

「
現
地
で
の

状
況
判
断
と
な
る
」
と
話

し
、
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
警
戒
し
て
、
事
前
に
宇

治
署
に
も
通
報
。
周
辺
パ

ト

ロ
ー
ル
を
要
請
し
た
。

前
回
の
着
手
時
に
は
、
年

前
２
時
に
な

っ
て
、
先
送

り
す
る
こ
と
を
現
地
判
断

し
た
経
過
が
あ
る
。
住
民

側
が
提
訴
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
切
り
替
え
実
施

が
物
理
的
に
困
難
と
判
断

す
れ
ば
、
前
回
よ
り
も
早

い
時
間
帯
で
の
判
断
も
念

頭
に
置
い
て
、
臨
ん
だ
。

開
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
抗
議
集
会
に

は
、
住
民
約
６０
人
と
市
の

切
り
替
え
着
手
に
反
対
す

る
共
産
、
社
会
、
無
所
属

の
市
議
６
人
が
顔
を
出

議
会
審
議
の
経
過
も
説
明

し
た
。
集
会
で
は
、
自
治

会
の
俊
正
会
長
が

「
裁
判

所
の
判
断
の
決
定
前
に
実

施
す
る
や
り
方
は
、
不
当

極
ま
り
な
い
。
決
定
す
る

ま
で
は
見
守
る
の
が
法
治

国
家
の
や
り
方
。
実
力
行

使
で
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
態
は
残
念
で
、
怒

り
を
お
ぼ
え
る
」
と
話
し

た
。
・
住
民
ら
は
、　
一
端
、
市

が
現
地
か
ら
引
き
上
げ
て

も
、
再
度
の
実
力
行
使
が

あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
警

戒
、
未
明
す
ぎ
ま
で
要
所

に
張
り
付
く
こ
と
を
確
認
、

厳
戒
態
勢
で
待
機
し
た
。


